
 
 

＊「平成 26 年著作権法改正がもたらすインパクトを探る」（第３回）は都合により次号以降掲載予定です 

CONTENTS 
■ 巻頭言 
・『下町ロケット』と知財                                            作家 池井戸 潤 

 
02 

■ 特別寄稿 
・「知財」をどう伝えるか                             弁理士 金沢工業大学虎ノ門大学院 客員教授 栗原 潔 

 
04 

■ Column 知財の国際舞台から 
・（Vol.7）ランキングはお好き？                               WIPO PCT 国際協力部部長 夏目 健一郎 

 
08 

■ 企業から大学に来てわかったこと 
・（その３）大学で生まれる発明とは               国立大学法人北海道大学 産学・地域協働推進機構 

特任教授・弁理士・一級知的財産管理技能士（特許専門業務） 寺内 伊久郎 

 
 
10 

■ 知的財産権を巡る交渉セオリー 
・（第３回）上手な失敗の転じ方～災い転じてナレッジと化すには～   編集委員会 高橋さぎり・松木 俊明 

 
14 

■ フリーコンテンツ時代の情報リテラシー 
・（Vol.2）ヴェネツィアの新しい歩き方 

東京理科大学大学院イノベーション研究科教授 日本音楽著作権協会（JASRAC）理事 宮武 久佳 

 
 
21 

■ 知財の資格をビジネスに活かす！～音楽プロデューサーの現場から～ 
・（第２回）コンテンツビジネスの環境変化とスタートアップの優位性       音楽プロデューサー 山口 哲一 

 
22 

■ 重要知財判例評釈 
・（第３回）実用品自体からなる応用美術について著作物性が認められた事例〔TRIPP TRAPP 事件控訴審〕 

知財高裁平成 27.4.14 平成 26 年(ネ)第 10063 号 著作権侵害行為差止等請求控訴事件       学習院大学法学部教授 横山 久芳 

 
 
26 

■ 知的財産アナリストレポート 
・（Vol.5）トヨタがＦＣＶ特許を無償開放した真の狙いは？           

AIPE 認定 知的財産アナリスト 二級知的財産管理技能士（管理業務） 望月 俊一 

 
 
38 

■ 海外の知財最新事情に学ぶ 
・（Vol.6）日中生徒向け知財テキストの比較～中国知財テキストに学べ“知財創造教育”～ 

国立研究開発法人宇宙航空研究開発機構（JAXA） 新事業促進部所属・知的財産修士（専門職） 田中 良恵 
一般社団法人知的財産教育協会 事務局長・弁理士 尾田 高美 

 
 
 
48 

■ 交流会レポート 
・第 17 回交流会「JAXA 見学交流会」、第 18 回交流会「エンジニア見学交流会」レポート等  交流委員会 

 
58 

■ セミナーインフォメーション 
・第 19 回定例研修『知財技能士のための戦略的交渉力入門～戦術から戦略へ～』レポート等   研修委員会 

 
64 

■ 平成 27 年度 知的財産管理技能士会研究会『研究報告書』中間報告 
・イノベーションの要因と知的財産                                                          研究会 

 
67 

■ 知財関連省庁からのお知らせ 
・最近の商標に関する動向～新しいタイプの商標に関する初めての審査結果の公表と 

NPO 法人による地域団体商標の登録第 1 号について～             特許庁 審査業務部商標課 課長補佐 水落 洋 

 
 
69 

■ コラム「一期一会」 
・（第 15 回）最高裁、侵害者は特許を無視していた証拠があるにもかかわらず、故意侵害そして３倍賠償を

否定した２件の CAFC 判決の上告を受理する ３倍賠償は容易に認められ易くなる可能性あり 
                                                                     米国特許弁護士 服部 健一 

 
 
 
70 

■ 中小企業のための知財関連情報 
・弁理士知財キャラバン事業について～日本弁理士会の新たな中小企業支援について～ 

日本弁理士会副会長 橋本 虎之助 
・知的財産教育協会 中小企業センター 2015 年度の活動中間報告            副センター長 竹本 和広 

 
 
74 
76 

・知的財産教育協会からのお知らせ 
・編集委員会より 

84 
87 


